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１．住宅建設技能者の担い手不足にかかる
現状・課題、目指すべき姿について

（1）現状１ 全建総連の加入者動向
2004年 2012年 2024年 2004年比

組織人員 全体 693,423人 620,211人 607,844人 ▲85,579人

平均年齢 49.5歳 51.1歳 51.6歳 ＋2.1歳

建築大工 195,645人（30%） 153,473人（27%） 109,589人（19%） ▲11pt

左官 34,003人（5.2%） 23,195人（4%） 16,037人（2.9%） ▲2.3pt

鳶、解体、基礎 18,623人（2.8%） 24,040人（4.2%） 39,396人（6.8%） ＋4.0pt

空調・給排水管工 43,889人（6.7%） 43,916人（7.6%） 50,036人（8.6%） ＋1.9pt

町場
職種

野丁場
職種
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（２）現状２ 国勢調査 建設技能労働者数（職業分類別） 2015年比増減率

・2020年の下段は2015年比。単位は万人。

職業分類 2010年 2015年 2020年

大
分

類
建設・採掘従事
者

266.4 256.2
244.7

-4.5％

小
分
類

型枠大工 4.8 4.6
4.1

-4.5％

とび職 10.2 10.8
11.2

3.8％

鉄筋作業従事者 3.4 3.3
2.9

-10.9％

大工 40.2 35.4
29.8

-15.8％

ブロック積み
タイル張り従事者

3.1 2.8
2.5

-11.9％

左官 9.0 7.4
6.0

-18.7％

配管 26.4 23.6
22.1

-6.5％

土木従事者 51.6 51.5
45.7

-11.2％

その他の
建設・土木従事
者

54.6 59.9
64.8

8.1％

中
分

類 電気工事従事者 56.0 50.7
50.6

-0.3％

-4.5%

-11.2%

3.8%

-10.9%

-15.8%

-11.9%

-18.7%

-6.5%

-11.2%

8.1%

-0.3%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%
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出所：総務省「2020年国勢調査（抽出詳細集計）」

《2015年比の職業小分類別（2万人以上対象）増減率 》

大工と左官は
極めて深刻な状況
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（3）現状３ 将来就きたい職業 「大工」「職人」が低下

調査開始以来10位圏内が続いて
いた「大工」「職人」が2020年から
10位圏外に。
クラレは3年ぶりに10位内復帰。

「なりたい理由」では、1位「好きだ
から」に続き、2位「人の役に立ち
たいから」、3位「かっこいい」が上
位。

キャリア教育では、建設業の「社会
的役割」（＝人の役に立つ）を伝え
ることが重要。

1位：警察官

2位：スポーツ選手

3位：消防・レスキュー隊

4位：運転士・運転手

5位：ユーチューバー

2025年

9位：大工・職人

2005年
1位：スポーツ選手

2位：運転士・運転手

3位：警察官

4位：職人

5位：消防士

1位：会社員

2位：YouTuber

3位：野球選手

4位：サッカー選手

5位：ゲームクリエイター

1位：野球選手

2位：サッカー選手

3位：学者・博士

4位：食べ物屋さん

5位：お医者さん

9位：大工さん

2015年
1位：スポーツ選手

2位：警察官

3位：運転士・運転手

4位：アニメキャラクター

5位：消防士

6位：大工・職人

1位：サッカー選手

2位：野球選手

3位：警察官・刑事

4位：電車・バス・車運転士

5位：大工さん

6位：お医者さん※大工が5年連続圏外

クラレ「将来就
きたい職業」
新小学1年生
男の子

第一生命「大人
になったらなり
たいもの調査」
小学1～6年生
男の子
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（４）目指すべき姿

競争力のある労働条件 新規入職の獲得
→CCUS等によるキャリア形成と技能レベルに見合った賃金の実現

→企業(団体）と労働組合による共同・労働協約等により他産業に負けない賃金水準の実現

安定的な雇用 離職の防止
→社員化 月給 休日 退職金 偽装一人親方の適正化 →若者に就職先として認知

→CCUSによるキャリア形成が前提 →技能者を育成する建設業・工務店がお客様にも選ばれる

プロフェッショナル人材の活躍
→生産合理化も技能が必要な仕事は残る（既存ストック活用） →一人親方・組合による労働力供給も

働く仲間がやりがい・生きがいを感じる建設現場

あこがれの存在としての大工・職人像の形成
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２．全建総連が取り組んでいること （外部向け）

➢学校教育協力運動

➢木造住宅振興（住宅デー）

➢処遇改善運動（賃金・単価）

➢ 建設業の社会的役割の発揮
（災害復興・応急仮設住宅建設）
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➢学校教育協力運動
 全国100件以上

 授業の一環でキャリア教育、大工道具体験

 ものづくりマイスターの活用

➢木造住宅振興（住宅デー）
 住宅相談、木工教室、包丁研ぎ、全国2000
会場で実施

 人確金の活用

群馬県 宮大工体験 東京都 住宅デー・子ども体験教室
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２．全建総連が取り組んでいること （内部向け）

➢建築大工の担い手確保・育成支援等
事業（国土交通省）

➢認定職業訓練校の運営（厚生労働省）

➢全建総連全国青年技能競技大会

➢ＣＣＵＳ加入促進、資格取得報奨金、
働き方改革推進・・・
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➢認定職業訓練校の運営
 技能者育成、指導者育成

➢全国青年技能競技大会
 若年技能者の育成

神奈川県 湘北建築高等職業訓練校 全国青年技能競技大会
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CCUSを基礎とした賃金表の実施

➢CCUS能力評価をベースにした、大工技能者の
“賃金表” を就業規則に盛り込む。資格取得・技
能向上に対するモチベーションアップ。

➢社会保険加入と将来設計が描ける工務店、という
条件で大工の就職紹介先を探していた事業者か
ら依頼され新規採用も。

➢各現場でのCCUS利用により、雇用する技能者の
管理が進んでいる。

愛知県名古屋市 鈴起建設
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東都京西東京市 岡庭建設 CCUSによる社内評価制度の確立
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３．未来に向け、団体（業界）として目指すこと

➢これまでの取り組みを発展・強化
→国の支援を受ける職業訓練等の充実
→行政・業界・組合のさらなる連携強化

➢ 新規入職者の受け皿となる工務店の育成支援
→若者らを直接雇用した工務店を支援（インセンティブ）
→工務店評価制度をミシュランガイドに
→事業承継・M＆A等の相談活動

➢労働組合が企業に大工・職人を供給
→労働者供給事業の実施
→企業(団体）との労働協約締結

➢官民共同の「建設技能者育成基金」の実現
→個社に任せず行政と業界全体で技能者育成を行なうためのファンド

➢ 外国人技能労働者の組織化
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